
 

 

 

 

 

夏休みが終わり、２学期が始まりました。 

長い夏休みからの切り替えは大変だと思い

ます。中にはうまく切り替えられずに学校に

行きにくい子もいるでしょう。でも大丈夫で

す。大人でも切り替えが難しいのですから、

こどもはもっと大変なのは当たり前。慌てず

にゆっくり自分のペースを取り戻せばよい

と思います。 

そんな思いで迎えた始業式。 

暑さがやや心配でしたが、久し振りに全校

で再会をしたいという思いと、１学期の成長

した八雲っ子なら大丈夫という自信から、体

育館で行いました。 

始業式では、まず夏休みの振り返りをしました。８月２３日までに宿題を終えた児童が予想以上に多くい

て感心しました。できなくても向かう努力をしたことが成果だと伝えました。また、夏休み中に起きた熊本

の地震や関東、北陸地方での水害で被災された方への思いを大切に、決して油断することなく自分の命を守

ることを再確認しました。 

２学期に見せてほしい５つの具体的な姿としては、 

・２学期は１学期にまいた種が実る学期なので、大きな行事を通して力をつけよう 

・「チーム学級」の気持ちを大切に、最高の学級を創り上げよう 

・簡単に休まない力をつけ、できるだけ休まず学校に来てみんなで成長しよう 

・自分から考えて行動に移そう 

・学校も家庭でも本気で学習し、できることを増やそう 

みんな真剣に聴いており、２学期に向けてのやる気が伺えました。 

夏休み明け、暑さの中で立派な姿を見せてくれる八雲っ子に改めて感心するとともに、２学期もたくさん

のことを学び、大きく成長してほしいと強く思いました。 

なお、始業式の様子はNHKのニュースで放映されましたが、ご覧いただけましたでしょうか？取材され

た NHKの方からも八雲っ子の話を聴く態度や気持ちのよい挨拶を褒められました。 

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

消防南分署の方のあいさつ運動 

９月４日（金）の朝、昇降口前に突然消防車と救急車が現れました。 

登校してきた八雲っ子はそれを見つけるとみんな驚いた様子で「何

かあったんですか？！」「もしかしてサルが出たんですか？！」など、

聴いてくる子がたくさんいました。 

実はそうではなく、消防署の方から９月９日の「救急の日」に 

楽しい 2学期のスタート！！ 
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併せて八雲っ子の安全のために挨拶がしたいということを提案

されて実現したものです。児童には事前に伝えていましたが、目

の前に現れる光景に驚くのも仕方ありません。 

でも、理由を理解した八雲っ子はさすがです。消防署の方の元

気な挨拶に、みんな負けじと大きな挨拶を返していました。 

前日からの「サル騒動」で不安を感じていましたが、消防署の

方のおかげでそれが吹き飛ぶくらいの元気をいただきました。 

また、このような機会があるといいです！ 

消防署の皆様、お忙しい中ありがとうございました。 

５年生 連合音楽会に向けて頑張っています！ 

 １０月２日（金）に開催される「松江市小中学校連合音楽会」に向けて、５
年生の練習にも熱が入ってきました。今年から来年にかけて、県民会館の改

修工事のため、プラバホールに会場を移して

の開催となります。また、楽器も手持ち楽器

のみとなります。先日から放課後練習も始ま

り、パートごとにとても意欲的に取り組む姿

や、自主的に教え合う姿が見られます。まさ

に、「みんなで創り上げる音楽」が今年も完成しつつあります。昨年の５年

生の力を受け継ぎ、八雲小学校代表として参加する今年の５年生も、きっ

と素晴らしい発表に仕上げることでしょう。当日は、5 年生の保護者の皆様もぜひ会場にお越しください。 

楽しかった修学旅行！大切なことを学び、素敵な思い出の１ページに！ 

６年生は、９月１６日（水）～１７日（木）、広島方面への修学旅行

に出かけました。 

まず、前日の１５日（火）には結団式を行いました。 

①一人残らず全員で楽しい思い出を創ること 

②想定外のハプニングが起きた時にどうすればよいか 

この 2点についてだけ話しました。 

聴く態度がいつものように素晴らしく、６年生の成長を感じなが

ら、きっと思い出に残る素晴らしい旅行になることを実感しました。 

そして、１６日には修学旅行へ出かけました。 

旅行中は天候にも恵まれ、予定したプログラムをすべて行うことがで

きました。何より６年生全員が参加できたことに喜びを感じます。 

旅行中の６年生は、事前学習を生かし、ルールやマナーを守ることは

当たり前にできていました。一番感心したのは、友達や班のことを考え、

思いやりに溢れる行動ができていたことです。結団式に話したことが達

成でき、昨年の宿泊研修の時と比べても、６年生の大きな成長を感じます。 

解散式では、この修学旅行で見たこと、聴いたこと、感動したこと、

大変だったこと等すべての学んだことを、家族に伝え、今後に生かして

ほしいと伝えました。  

保護者の皆様には、事前準備や健康管理、当日の送迎まで大変お世話

になりました。お子さんの旅行を通しての大きな成長を実感されたの

ではないかと思います。今後も学校のリーダーとしてさらなる活躍が

できるように、学校でも温かく見守っていきたいです。 


